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２０１９年度一般社団法人淡路青年会議所 

淡路島一市推進事業報告 
 
 一般社団法人淡路青年会議所は創立当初から「淡路はひとつ」を基本理念として掲げ、常
に淡路島をひとつと捉え、問題提起や課題の解決を行ってまいりました。その中で長く取り
組んできた「淡路島一市運動」を今年度はさらに推進する形で活動を行ってまいりました。 
平成の大合併の折、2005 年に南あわじ市と淡路市が、2006 年に洲本市が合併し、淡路島

三市体制となりましたが、合併後 10 年以上が経過し、当時と現在では淡路島が置かれてい
る状況は大きく変わってきています。そのため各行政体だけでは解決しきれなかったこと
について、行政区分を超え淡路島全体で取り組むという姿勢に変化し、淡路島総合観光戦略
や地域公共交通網形成計画の策定等、淡路島をひとつの地域として内外での取り組みが増
えてきている状況です。そのような中私たちは淡路島一市運動を昨年再始動し、淡路島の未
来を創る議員連盟との懇談会、淡路島一市意識調査アンケート、そして淡路島一市フォーラ
ム～未来への選択～を開催いたしました。広く島民の意識醸成を図るために行いましたが、
結果として見えてきたものは、淡路島一市に向けての多くの賛同や実感を得られたものの、
課題や問題提起など否定的な声もまだ色濃く残っているのも事実であり、議論が島民全体
へ広がっていないことと、淡路島一市への関心という意味では、特に若い世代への周知がで
きておらず、啓発活動が不十分であると感じました。 
だからこそ今年度においても淡路島一市運動の推進を行い、全島民が自らよりよいまち

づくりについて積極的にそして、真剣に議論し合える場の創出が必要であると考えました。 
地域を変えていくためにはそこに住む人々の意識が変革することが重要です。自分たちが
地域の自治を担うという強い意志を持つことは、未来について責任を持つことに繋がりま
す。そして地域の住民が能動的に行動を起こすことができるように意識を変革していくこ
とこそが私たちがしなければならないことであります。 
こうした状況のもと、当会議所では島民一人ひとりが課題や将来について考え、議論し、

意思決定を行う土壌を形成し、島民主導でのまちづくりという気運を更に高めていくため
に、今年度淡路島一市運動推進事業として「２０１９全島タウンミーティング～皆で掲げよ
う、淡路はひとつ～」を実施する運びとなりました。 
  



事業概要は以下の通り。 
 
 
１．事業名称  「２０１９全島タウンミーティング～皆で掲げよう、淡路はひとつ～」 
 
 
２．事業概要  淡路島一市推進事業の前段として未来の淡路島を担っていく若い世代の 

立場から見た現在の淡路島、また今後の淡路島について議論を交わす、島 
内高校生を対象とした模擬議会「２０１９全島高校生議会～皆で掲げよ 
う、淡路はひとつ～」を開催。 
その後、三市でのタウンミーティングを実施。高校生議会出でた質問や提 
言を踏まえ、一般市民、行政、民間企業、各種団体の垣根を超えて意見交 
換と知識共有を行った。 

 
 
３．実  施  ① 淡路市 

・開催日：2019 年 9月 14 日(土)  
・会 場：淡路市中央公民館３F 大ホール 淡路市志筑 3117-1 
・動員数：８０名 

  
        ② 南あわじ市 
        ・開催日：2019年 9 月 21 日(土) 

・会 場：広田市民交流センター３F 大ホール  
南あわじ市広田広田 1057-1 

・動員数：５０名 
 

        ③ 洲本市 
        ・開催日：2019年 9 月 28 日(土) 

・会 場：洲本市経済交流センター２F多目的ホール 洲本市本町 4-5-3 
・動員数：８０名 

 
 
４．広報・広告掲載・PR活動（主なもの） 
        ・事業参加促進チラシ 
         事業参加募集を発信するためのチラシを発行。 
        ・新聞折り込み 



         島内全域に神戸新聞の折り込みチラシ４３０００部を配布。 
        ・事業告知記者発表 

マスコミ向けに事業告知の記者発表を実施タウンミーティングの日程 
を新聞各紙 CATVに事前告知。 

         神戸新聞、産経新聞、読売新聞、淡路島テレビジョン 
        ・機関誌、HP告知等 
         淡路青年会議所機関誌、HP、SNS 等での事業告知と事業参加募集の 

案内。 
        ・行政関係・各種団体への募集案内 
         淡路市役所、洲本市役所、南あわじ市役所、淡路市議会、洲本市議会、 

南あわじ市議会兵庫県議会、淡路市商工会、洲本商工会議所、南あわじ 
市商工会、（一社）淡路島観光協会、（一財）淡路島くにうみ協会など 
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次 第 

 

日  時 2 0 1 9 年 9 月 1 4 日 (土 ) 
日  時 1 7 : 0 0  ~  1 9 : 3 0 
場  所 淡 路 市 中 央 公 民 館 
     ３ F 大 ホ ー ル 
司  会 赤   松     栄   

 

 

           １．開  会 

 

    ２．理事長挨拶 一般社団法人淡路青年会議所理事長  藤井 宏昌 

 

        ３．来賓挨拶  

 

        ４．来賓紹介 

 

           ５．趣旨説明 

 

      ６．タウンミーティング 

 

           ７．提  言  一般社団法人淡路青年会議所委員長  中川 貴弘 

 

        ８．謝  辞  一般社団法人淡路青年会議所副理事長 三浦 義崇 

 

      ９．閉  会 
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次 第 

 

日  時 2 0 1 9 年 9 月 2 1 日 (土 ) 
日  時 1 7 : 0 0  ~  1 9 : 3 0 
場  所 広 田 市 民 交 流 セ ン タ ー 
     ３ F 大 ホ ー ル 
司  会 増   田     裕 

 

 

           １．開  会 

 

    ２．理事長挨拶 一般社団法人淡路青年会議所理事長  藤井 宏昌 

 

        ３．来賓挨拶 

 

        ４．来賓紹介 

 

           ５．趣旨説明 

 

      ６．タウンミーティング 

 

           ７．提  言  一般社団法人淡路青年会議所委員長  中川 貴弘 

 

        ８．謝  辞  一般社団法人淡路青年会議所副理事長 三浦 義崇 

 

      ９．閉  会 
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次 第 

 

日  時 2 0 1 9 年 9 月 2 8 日 (土 ) 
日  時 1 7 : 0 0  ~  1 9 : 3 0 
場  所 洲 本 市 商 工 会 議 所 
     ２ F 多 目 的 ホ ー ル 
司  会 藤   野   雅   大 

 

 

        １．開  会 

 

    ２．理事長挨拶 一般社団法人淡路青年会議所理事長  藤井 宏昌 

 

        ３．来賓挨拶 

 

        ４．来賓紹介 

 

        ５．趣旨説明 

 

    ６．タウンミーティング 

 

        ７．提  言  一般社団法人淡路青年会議所委員長  中川 貴弘 

 

        ８．謝  辞  一般社団法人淡路青年会議所副理事長 三浦 義崇 

 

    ９．閉  会 

   



事業風景（淡路市）
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事業風景（洲本市）



事業風景（洲本市）



ワークショップの意見の集約



交通

ワークショップで活発に意見が集まった分野
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 日帰りでの観光がメインで宿泊
をしない方が多く、民宿や民泊
など淡路島に泊まって楽しんで
いただく施策が必要。

 ホテルや食事処も三市バラバラ
で発信されているので、淡路島
としてまとめた方が効果的では
ないか。観光客は市ではなく淡
路島を楽しみに来ている。

 SNSなど若者への届く発信の方
法を検討しながら、より効果的
な発信を増やしていく工夫が必
要。

 太陽光、風力、波力などの自然エ
ネルギーのポテンシャルの高さを
もっと活かしたい。

 環境への取組みのさらなる見える
化を推進する。

 豊かな海、川を守るため生活排水
対策など豊かな環境があっての環
境対策があって観光が発展する。

 さらなる機械化や高齢者でもやり
やすい作物への転換など、時代に
あわせた農業を普及させていく必
要がある。

 淡路市の玉ねぎは味がよく、南あ
わじ市は三毛作をしている。それ
ぞれの農業ノウハウを交換しあい、
淡路島として農業力を高めていく
必要がある。

 若者が新規就労しやすい環境づく
り。農業女子など都会の若者にも
淡路島での農業が魅力的に感じる
ようなPRなどが重要ではないか。

 退職者が子どもの面倒を見たり、
子どもの預かりサービスの拡充
など子育てしやすい環境も重要。
近隣の子育て世帯に手厚い対策
をしている自治体に子育て世帯
が移住してしまう。

 青年労働者が多くいるのが福祉
で、給料が低く仕事が厳しい。
福祉で働く人の手当て拡充など
が必要なのではないか。

 淡路島民向けに島外の人がツアー
をくむなど、外部の目線を取り入
れることで気づくことがあるので
はないか。

 世代間を超えた、意見交換や交流
する場が少ない。淡路島の未来を
考えるような意見交換の場が重要。

 公共交通の乗り換えが多く、路線
は全市を視野に工夫することが重
要ではないか。便数が減っていく
ことに不安がある。

 バス利用ができなくなる手前の策
が必要ではないか。配車サービス
の台数が少なく、年配の人に浸透
していない。

 高校生のバスの定期で30万かかる
生徒など負担を強いられているの
ではないか。近所で乗り合いで通
学しているところもある。



ワードクラウド １．観光
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ワードクラウド ２．交通
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ワードクラウド ３．福祉
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ワードクラウド ４．農業
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ワードクラウド ５．環境
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ワードクラウド ６．活性化
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３市対１市メリット・デメリットの検証



３市１市

メリット

デメリット

島外への発信を効果的にできる
点在する観光地を淡路島全体としてつなげることができる
１市の方がインフラが効果的に整備できる
淡路島全体としての路線網を考えられるようになる
福祉タクシーや乗り合いバスなど、高齢者を支えるサービ
スにおいてスケールメリットを発揮できる

３市それぞれの農業ノウハウを交換しあい、淡路島として
農業力を高めていくことができる

島内全体の自然を生かした再生可能エネルギーのポテン
シャルを発揮できる

島を取り巻く海や河川等の自然環境を統合的に保全できる

役所までの距離が近い等、地域の行政サービスにアクセス
しやすい

行政と地域住民の距離感が近いため、住民のニーズを把握
しやすい

１市あたりの予算が小さいために、単独の自治体ではサー
ビスを維持できない分野が出てくる可能性がある

３市別々だと、島外への発信が非効率的である
市をまたぐエリアに移動しづらい

人口密集エリア以外の福祉、交通などのサービスが低下す
る可能性がある

淡路島ブランドとして商品価値の高い作物以外の、在来の
作物の栽培が減少する可能性がある

小規模コミュニティの固有の文化や歴史が廃れる可能性が
ある

警察や消防などの公務員が減り、行政サービスの質が低下
する可能性がある

新しい市の名称決めで混乱が起きる可能性がある



いつ淡路島は一市になるべきとお考えになりますか？



いつ淡路島は一市になるべきとお考えになりますか？

できるだけ
早く

３年以内

５年以内

１０年以内

それ
以上先

 デメリット（役所が遠くなる、地
域格差の拡大...etc.）への具体的対
策の議論が必要

 そもそも三市への合併の検証が不
十分ではないか

 メリット・デメリットの中身の検
証を住民同士で丁寧にやるべき

 過剰な施設の統廃合・スリムで効
率的な行政運営ができる

 一市になることによる島内サービ
スの平等化



 

この度、2019 年度の一般社団法人淡路青年会議所の事業として 2019 全島タウンミーテ

ィング~皆で掲げよう、淡路はひとつ～を開催させていただきました。当事業では、8月 28

日に高校生議会、9 月 14日、9 月 21日、9月 28日と 3 週に亘って淡路市、南あわじ市、

洲本市とタウンミーティングを行うことで、多くの世代の方々に淡路島一市について考え

ていただき、対話をする機会を創ることができました。タウンミーティングには年齢も職種

も幅広い方々に参加していただき、上は 70代から下は高校生まで、そして常に地域のこと

で活躍されています市議会議員の皆様から会社員や学生の方々に対話していただくことが

できました。 

事業後のアンケートでは、淡路島一市に対する様々なご意見はありましたが、開催したこ

とに対しては好印象な意見をいただくことができました。そして、島民の皆様に淡路島一市

について興味を持っていただき、淡路島の明るい未来について想いを馳せていただけたる

時間を共有できたのではないかと考えております。 

今後も当青年会議所は淡路島一市運動を継続して行い、明るい豊かな淡路島を目指して

活動してまいります。 

 

一般社団法人淡路青年会議所 

理 事 長  藤 井  宏 昌 
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